
⑥国家戦略特区 ～岸田総理【当時】への要望活動～

▶東アジアのライバル空港では、国家プロジェクトとして周辺地域における産業拠点形成等を推進。
▶日本の国際競争力強化に向けては、こうしたライバル空港との熾烈な空港間競争を勝ち抜くため、
成田空港を核とした物流・産業拠点の形成等に国家プロジェクトとして取り組む必要がある。

令和６年７月、岸田総理（当時）に対し、千葉県・空港周辺９市町連名で、「我が国の国際競争力
の強化に向けた成田空港を核とした物流・産業拠点の形成等に関する要望」を実施。

【要望項目】

（１）国際線ネットワークの充実・強化

（２）道路・鉄道アクセスの充実・強化

（３）物流・産業機能の集積等へ向けた

国家戦略特区の活用

（４）人材の確保・育成

（５）産業用地の整備・開発等の迅速化

（６）農林水産物・食品の輸出機能の強化写真出典：官邸HP

国家プロジェクトとして成田空港を核とした国際航空物流拠点としての機能強化が
図られるように、特区の活用を含め、しっかりと対応を行っていきたい。（総理発言）
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日本の国際競争力の強化に
向けて、日本最大の貿易港
であり、日本の空の表玄関で
もある成田空港を中核として
千葉県のポテンシャルを
最大限に活用

国家プロジェクトとして取組が加速する成田空港の機能強化 を契機として、
国際的ビジネス拠点の形成と
イノベーションの促進を通じた国際競争力のある新事業創出を目指す。

東京圏国家戦略特区の区域が千葉県全域に拡大

規制改革を推進し、民間投資
を呼び込む環境を整備

⑥国家戦略特区 ～東京圏国家戦略特区の区域が千葉県全域に拡大～
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令和７年６月令和７年６月

国際的ビジネス拠点形成・新事業創出に向けた本県のポテンシャル
柏の葉エリア

・ライフサイエンス（創薬・医療機器等）
におけるイノベーションの促進
・研究開発拠点やスタートアップ企業の誘致

主な
推進主体

・柏の葉ライフサイエンス協議会
・UDCK
・立地する大学・研究機関・企業等

区域
拡大

成田空港周辺エリア
・国際航空物流機能の強化
・空港の特徴や強みを生かせる産業（精密
機器・健康医療・航空宇宙・農業・観光）
の拠点形成に向けた取組
（区域拡大により周辺地域も巻き込んだ
取組が可能に）

主な
推進主体

・成田市
・成田空港に関する四者協議会
・NRTエリアデザインセンター(R7.4～)
・成田空港活用協議会 等

現行区域
＋周辺

千葉・幕張新都心エリア

・近未来技術の活用に関する実証
・国際ビジネス拠点への企業誘致
（区域拡大による相乗効果が期待）

主な
推進主体

・千葉市
・ちばドローン実証ワンストップセンター
・ドローン宅配等分科会・技術検討会
・幕張新都心モビリティコンソーシアム 等

現行区域

アクアライン着岸地周辺エリア

・アクアライン着岸地周辺に
おける企業誘致
・かずさDNA研究所・バイオ
関連企業の立地を生かし
たイノベーション促進 ・かずさDNA研究所・NITE

・かずさアカデミアパーク立地企業
主な

推進主体

区域
拡大

京葉臨海エリア
・日本最大のコンビナートにおけるカーボン
ニュートラル化を通じた国際競争力強化
・千葉港・木更津港におけるカーボンニュー
トラル推進

・京葉臨海コンビナートカーボン
ニュートラル推進協議会
・港湾脱炭素化推進協議会

主な
推進主体

区域
拡大



成田空港におけるEU向け衛生証明書の発行

航空物流に係る外国人材の活用拡大

提案

航空物流に係る人材確保を図るため、特定技能「航空」について、貨物取扱業務
(空港グランドハンドリング)に従事する外国人の受入れは空港内の事業者に限られて
いるところ、空港敷地外の事業者も受入れ可能とすることを提案。

成果
空港敷地外の事業者においても受入れが可能となるよう、国家戦略特区の特例措置
として実現される見込み。

提案

成田市場を活用した更なる輸出促進に向けて、関東農政局（さいたま市）において発行
されるEU向け水産物の衛生証明書について、成田空港において発行を可能とすることを
成田市と共同で提案。

成果
特区提案を契機に、成田空港において衛生証明書の発行が可能に。

特区提案を契機に実現した規制改革の事例

⑥国家戦略特区 ～主な規制改革の事例～
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